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会 議 録 

会議名 かるた振興委員会（第１回） 

開催日時 平成３１年４月２２日（月） １８時～１９時１０分 

開催場所 市役所３階 小会議室 

出席委員 

(11名) 

吉川 直紀、松永 進、時吉 陽子、白石 江里、平原 廉清 

高崎 淳子、今村美智子、久保久美子、福田 光正、青池のぞみ

坂井久美子 

欠席委員 

(1名) 

河﨑 知治 

傍聴者 なし 

担当課及び

出席者 

地域振興部：川地部長 

文化振興課：長井課長、渡邉主幹、丸田主任、奥主事 

会議次第 １ 辞令交付 

２ 部長挨拶 

３ 委員及び事務局の紹介 

４ 議事 

(１)委員長及び副委員長の選任について 

(２)かるた振興に関する市の取組みについて 

(３)今後のかるた振興に関する取組みについて 

５ その他 

 (１)次回の開催予定について 

会議結果 
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４ 議事 

(１)委員長及び副委員長の選任について 

委員長に吉川委員、副委員長に平原委員が就任。 

 

(２)かるた振興に関する市の取組みについて 

 資料１に沿って事務局が説明→委員からの質問なし。 

 

(３）今後のかるた振興に関する取組みについて 

 資料２に沿って事務局が説明。 

 

３月に開催した初心者向けかるた体験会に参加した一組の親子

が、かるたに関心を持ち、かるた協会に加入してくれた。このよ

うな体験会を今後も定期的に開催して欲しい。 

 

予算計上している年１２回のかるた教室は、市内各地域の会場で

開催するのか。 
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競技かるたは畳のある会場が必要となるが、多くの方が参加しや

すいよう、市内各所で開催したい。 

 

３月に各小中学校へかるたを配付されたが、配付して終わりでは

なくその活用方法を各学校にレクチャーするなど、その後のサポ

ートが必要と感じる。 

また、現在市内の学校では、学校を地域に開放し、地域の人も一

緒になって学校運営を行う“コミュニティ・スクール”の取組み

を積極的に進めており、そのような場で児童・生徒がかるたを使

って地域の人と触れ合う機会を設けることも、特色ある活用方法

になると思う。 

 

赤崎小と竜王中はかるたを使った学習が浸透しつつあり、小野田

高校小倉百人一首かるた部は県内有数のかるた強豪校である。そ

してこの度山口東京理科大学にかるた部が創設された。この小中

高大が連携してかるた振興に取り組めば、他にない先進的な事例

となることが期待できる。 

 

子ども達に広めるためには、文化振興課と教育委員会の連携が重

要と感じる。しっかりと協議し計画を立てて事業を進めていく。 

 

本山校区で開催の高齢者学級で初心者かるた教室を開催するこ

ととなり、その講師依頼が小野田高校にあった。高齢者と若者の

交流の一助となると考え引き受けた。 

初心者にかるたを広めるには指導者の育成が重要であり、教員が

集まる場にかるたクイーンが出向き、かるたの魅力を伝える機会

を設けるなどの仕掛けが必要ではないか。 

 

高齢者学級のかるた教室はどのような内容を計画しているか伺

いたい。 

 

３月に行われた初心者対象のかるた体験会と同じような内容を

考えている。高校のかるた部員が受講者をサポートしながら競技

を体験してもらう予定である。 

 

若い世代に俳句に親しんでもらおうと、毎年、縄地ヶ鼻公園水仙

まつりに合わせて小学生から俳句作品を募集している。授業以外

の文化芸術教育にも熱心な学校長がいる学校からは作品の応募

が多いため、かるたを子ども達に広めるにあたっても指導者の育
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成、特に学校長の協力を得ることが重要と感じる。 

 

竜王中学校は以前から積極的に百人一首を授業に取り入れてい

るが、市内の学校に広めていくにあたり、どのような手法で生徒

に働きかけたのか参考になる事例はないか。 

 

百人一首を毎日一首ずつクラスで唱和しており、唱和する際には

その歌についてのエピソードなども紹介し興味をひくように努

めている。また２０首覚えたところでクラス対抗の検定試験を行

うなど、かるたを学力向上に生かしている。また、百人一首のパ

ネルを掲示することで、視覚に訴える工夫もしている。かるたに

積極的に取り組んでいる学校が少ないため、学校の特色のひとつ

になることで学校が活性化すると良いと考えている。 

 

山口東京理科大学にかるた部が設立されたが、活動するにあたっ

て、このような支援が欲しいなど、市に対して要望はないか。 

 

大学では昨年度にかるた部を創設し今年で２年目を迎え、創部の

中心となった学生も２年生になった。２年生になると大学の授業

数も増え、部活動に取り組む時間がなかなか取れないのが現状で

ある。まずは、学生がかるた競技に取組むにあたって部活動を軌

道に乗せることが最優先の課題であると感じる。 

 

まずは市内各学校でのかるた活用の実態を把握し、今日いただい

たみなさんの意見を参考にしながらかるた文化振興への取組み

を進めていきたい。教育委員会をはじめ庁内の他部署と連携を取

りながら進めていく。 

 

５ その他 

(１)次回の開催予定について 

次回の会議は６月中旬を予定している。時期が近づいたら日程調

整をするので、委員のみなさんのご出席をお願いしたい。 

 

【会議終了】 

 

 


